
6553

9
8
5

2
5
1
3

2
5
1
3

2
5
1
3

2
5
1
3

2
6
6
0

1
4
7

1084

コミュニティ広場

みんなのガーデン
緩衝帯

菜園

屋外デッキ
パーゴラゲート

子供の水場

天然芝

パーゴラゲート
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水遊び場

プール

■子供の水遊び場

■コミュニティパーク概算見積／直接工事費

■コミュニケーションを誘発するパーゴラ

■パーゴラの詳細

三角のパーゴラは、多様な用途に使用でき、住民の憩いの場、安全
安心の休み場所になります。モニターを備えた情報ウォールも設置、
最新の団地情報が手に入ります。屋根や壁には、オプションで様々
なスクリーンを設置する事が出来ます。

天然芝スペースの一部に子供の水遊び場を設けます。これは、時間
によって様々に噴水の出力を変化させる小さなものです。

パーゴラは、防腐材注入木材を使用し、接合部に簡単な接合金物を採
用することで設置、移動、コストの負担を軽減します。基本の三角形
の組み合わせにより、様々な形の場所を形成する事が出来るとともに
、増設も簡単に行えます。

■コミュニティーパーク外観模型写真

幼児用プール増設

パーゴラ設置

芝生整備

木デッキ敷設

防球フェンス設置

水遊び場設置

インターロッキング舗装

■コミュニティパーク　鳥瞰図

車が入り込める舗装とパーゴラを設ける事で
介護用車を公園内へ乗り付ける事が出来ます。
また、様々なイベントに対応できるスペース
となります。
また、災害時の緊急車両や、支援物資の運搬
車の乗り入れが可能です。

□パーゴラ／モビリティサービスゾーン

□パーゴラゲート、サイン

主要な道にゲートやサイン
としてパーゴラを設置します。

ベンチの設置

スクリーンの設置

テントの設置

情報端末の設置

幼児用
プール

集会所の前もデッキを設置し、コミュニティ広場
と一体化した空間を目指します。
また、みんなのサロンと連携して活性化します。

■コミュニティ広場断面図

伐採、伐根

□子供が遊ぶ芝ゾーン

天然芝を敷き詰めます。
みんなのガーデンがある
事で子供が車道側に出て
行かないよう配慮します。

□みんなのガーデン

住民がみんなで育てる庭
です。子供が出て行かな
いように緩衝帯の役割を
果たします。

車道

車道

成長するコミュニティーパーク

底が浅い円形の幼児用プールを増設します

小道

小道

小道

小道

2
6
0
0

3000

300
0

約215基　× 10万円

200万円

400・　× 10000円

ゴムチップ床を採用し、
フェンスを設ける事で
ボール遊びが可能です。

□子供が遊ぶゴム床ゾーン

車両入り口

車両入り口

400万円

300・　× 5000円

2150万円

150万円

200万円

50万円

650万円650・　×10000円

下地コンクリート工事 1160・　×6000円

ゴムチップ舗装 110・　×10000円 110万円

696万円

50万円

ベンチ、掲示板、モニター、植栽 200万円

土工事 100万円

H6m

4956万円合計

直接工事費

モビリティーゾーンパース

幼児用プール

子育て世代が安心して育児ができる環境を整えます。『地域みんなで子供を育てる』といった、多様な世代のサポートやコミュニケーションを誘発するよ

うな仕組みを提案致します。また、多世代のコミュニケーションおよび活性化を促す方法として、特に住民が積極的に外へ出かける仕組みが必要だと考え

ます。若年世代には、様々なイベント活用が出来る舞台を、足の不自由な高齢者には、直接公園へ乗り付けられる仕組みを用意しました。三角のパーゴラ

ゲートは、団地地域の要所に設置されたデザインキーであり、IT技術のディスプレイを備えており、コミュニティの成長を手助けするでしょう。

子供が遊ぶ芝ゾーン

搬入 搬入

移動図書館

山

医療サービス

デッキゾーン

介護車両 移動コーヒーショップ/オープンカフェ

移動カレー販売 屋台移動野菜販売、移動魚販売

樹木
落ち葉ゾーン

デッキゾーン

ボール遊び

子供が遊ぶ
ゴム床ゾーン

パーゴラ

モビリティ
サービス

パーゴラ

パーゴラ

イベント広場

ガーデン

パーゴラ

プール

■既存図面　S=1/500

■新設パーゴラ伏せ図　S=1/500

■新規グラウンドレベルデザイン　S=1/500

プール

インターロッキング三角ブロック舗装

パーゴラ

幼児用
プール

木デッキ舗装

天然芝

ゴムチップ舗装

ガーデン

防球フェンス：H6m

三角形状のパーゴラは、曲線の道にもなじみ
スムースな歩行動線を作れます。

既設プールは多くの人に親しまれているために残すこととし、
円形プールを増設します。

インターロッキング三角ブロック舗装/耐荷重4t

みんなのガーデン
住民でつくる園芸場、道路との緩衝帯になる

主要歩行動線は、既存コンクリート舗装の改修と道幅を大きくします。

南側道路との境界があいまいなため、子供が遊ぶには危険が多い。

子供の水遊び場

幼児用プール増設

モビリティ
サービス
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中央地区から外部へ繋がる車道(公道)

中央地区内を結ぶ車道(公道）

住戸へのアクセスである歩道兼車道(私道）

日常使用する既存の歩道

住棟

既存の低木

住棟前面のオープンスペース

団地内の公園、遊具のある場所

既存の高木

分断され段差が生じている歩道

■歩行者にやさしい・楽しい空間を創出します ■Ⅰ期整備地区（コミュニティパーク）と共に、機能を
持ったゲートを団地内に点在させﾈｯﾄﾜｰｸを形成します

デッキゾーン

パーゴラ

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

デッキゾーン

パーゴラ

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

デッキゾーン

パーゴラ

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

ガーデン

デッキスペース

家庭菜園

■オープンスペースに機能を与え「にぎわい」と「交流」を創出します

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰが必要な場所

舗装のデザイン改善を行う私道

街区内歩道

多様性のある植栽

既存の低木・垣根等

既存の高木

四季を感じる高木

新しいﾈｯﾄﾜｰｸを創る小道

エントランスゲート

子育てツールゲート

テラスゲート

公園ゲート

Ⅰ期整備地区(コミュニティパーク）

■多世代のコミュニケーションのしかけ
子育て世代が育児をしやすい、家庭内で悩みを抱え込まないで地域みんなで
子供を育てていくという、多様な世代のサポートやコミュニケーションが重
要だと考えます。
高齢で経験豊富な住人たちと、新しい世代との積極なコミュニケーションが
生まれるように、たとえば、みんなのサロンでお料理教室を開いたり、子育
て相談をしたり、提案するコミュニティパークで昔ながらの遊びを教えてあ
げたりと、様々なイベントを企画し、それらの情報を、電子情報パネルを活
用して発信していくようなシステムづくりと場所づくりの提案をします。

■建物老朽化・バリアフリーへの対応
全面的な耐震改修や階段部分を大幅に改修してＥＶを新たに設置する等の対
応策が考えられます。
ここでは、子育て世代や高齢者に対応して比較的大がかりではない改善策を
提案します。

■子育て世代特有のツール置場の提供
こどもを育てていくうえで、多くの必需品があります。（ベビーカーや小さ
な三輪車や自転車など）これらを、EVのない階段を持って上がるのは大変で
す。また、住戸の玄関スペースにも限界があります。
そこで、地上の自転車置き場付近に、子育て世代用の置場を確保し、利便性
を確保します。

キッチンを中心にみんなが集まれる場所を提供。
料理教室を実施したり、落ち着いたミーティング
の場として活用できる。

若い世代を中心とした様々なライフスタイルに対応したプランを想定して
います。
カップル、子育て家庭、自宅で仕事をする人々、祖父母による「子育て
のサポート」という形態も今後、考えられます。
（自宅を「3世代同居」に対応改修した場合、その費用を所得税額から控
除できるという子育て支援の政策の実施。）

現在の空き家に対してリノベーションを促し、具体的なライフスタイルを
提案していくことで、多様な層の受け入れを目指していきます。左近山団
地に多様性が生まれることで活性化を図り、老若男女が集まって、より豊
かな文化が育っていくような提案です。

おとうさん・
おかあさんのへや

おじいちゃん・
おばあちゃんのへや

かぞくのダイニング

ｻﾌﾞ玄関

かぞくの図書室・
べんきょうのへや

■3世代が集まって住む

■豊かに住む1■コンパクトに住む2

かぞくのリビング
かぞくの図書室・
べんきょうのへや

若い夫婦が二人で住まう想定。使い易い水回りと、広く確
保したリビングが特徴。書斎は独立しての使用もできる。
将来的にこどもが増えても対応可能なプランニング

おとうさん・
おかあさんのへや

収納

和室

かぞくのダイニング

食品庫

ベランダ

二つの玄関を持つことを活用して、それぞれの独立性を確保しながら、3世代
がリビングや図書コーナーなどを共有できるようなプラン。
祖父母が孫の育児をサポートできるようなスタイルを提案。

隣り合う2住戸の壁面を一部構造補強しながら貫通して、水平的な広がりを拡充。個
室の充実のほかに、豊かなリビング・ダイニング空間を確保し、のびのびとした暮ら
しの実現。

子育て世代を想定。
個寝室を確保しながらも広いリビングスペースをもつ
プランニング。コンパクトながら豊かな暮らしを提案

単身者やカップルが自宅で仕事をするスタイルに対応。
ベッドルームを確保して、それ以外はフレキシブルな広
々とした空間。キッチンも仕事場の一部として活用でき
る提案。

団地内の住人や近隣から通って、仕事場として利用する想
定。SOHOとして使用していた住人が、新たに家族が増えた
り、事業が拡大した場合に住戸とは別に仕事場を確保して
いく発展形。

【空家をみんなのサロンに変換】

限られた住戸スペースに於いては、友人と集まってみんなで料理をしたり、食事
をしたりすることは難しいのが現状です。集会所の活用と連携して、住棟に密着
した形態で集まる場所の提案をします。
住民団体として、空き家住戸の適所を購入或いは賃借して、みんなのサロン（共
有スペース）を設けます。（利用料金を設定して運営を想定）
コミュニティパークやエントランスゲートの情報パネルとも連携して利用しや
すいシステムを構築していきます。

〈みんなのサロンの特徴〉
-住戸の延長としてホームパーティーのような感覚で利用できます。
-遠方からくるゲストの宿泊にも対応できます。
-近くに住む高齢者に昔ながらの料理を教えてもらったりするような身近な交流
の場としても活用できます。
-環境に配慮して断熱や防音設備を施します。

※躯体補強して部分的
に壁面貫通

※躯体補強して部分的
に壁面貫通

■1階のサロン
庭に直接アクセスできるようなテラスの構成、イン
テリアと外部空間を一体的に利用できます。
みんなで料理をしたり、内外で食事をしたり、ヨガ
レッスンをしたりと様々に楽しめる空間。
みんなの菜園から野菜の収穫をしてすぐに調理もで
きる。

【新しい世代のライフスタイルに応じたリノベーション案】

■2-5階のサロン

ベッドルーム

書斎

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

こどものへや

おとうさん・
おかあさんのへや

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

ベッドルーム

キッチン

■コンパクトに住む1

■SOHOとして活用

仕事部屋

■オフィス・アトリエとして活用

収納

キッチン

収納

ベランダ

ベランダ ベランダ

ベランダ ベランダ

オフィス

●コミュニティ活性化に資する空き家活用

【現状住棟の改善ポイント】

子育てツールゲート：
子育て世代に対する配慮としてバ
ギーやストライダーなどの置場を
確保します。
各住戸に十分なスペースやＥＶが
ないことを補います。柱にチェーン
などで鍵管理を行います。

各居室：
キッチン設備の老朽化、部
屋の間仕切り位置等の問
題があります。
現代のライフスタイルにあっ
た提案をします。

ベランダ：
物干し専用スペースのベランダの
一階の一部を拡大したり、ウッドデ
ッキを敷設して、限られた住戸空
間を補う積極的な活用をします。

共有階段：
上階でくらす高齢者に対して椅
子式の階段型昇降機を設置し
てバリアフリー対策を行います。

エントランスゲート：
電子情報板内蔵パネルやベンチ
を設置してちょっとしたコミュニケ
ーションスペースを創出します。

水廻り：
設備の老朽化やプライバシー
の問題があります。
各リノベーション案において、
新しい水廻りを提案します。

かぞくの玄関

みんなのテラス

みんなのキッチン

ゲストルーム
(授乳室などとして活用)

みんなの菜園

■豊かに住む2
－メゾネットタイプー

収納

和室

かぞくのダイニング

食品庫

ベランダ

上下階の床を一部貫通して階段でつなぎ、立体的な広がりをつくる。
個室の充実のほかに、豊かなリビング・ダイニング空間を確保し、のびのびとした
暮らしの実現。吹抜け・階段を通じて家族それぞれの居場所が互いに感じられる。

かぞくの玄関

かぞくの図書室
べんきょうのへや

サブ玄関

かぞくのリビング

上階下階

現在の住棟は竣工後50年近く経過し、建物が老朽化しています。
新しい世代が移り住むような魅力を出すために、空き家を活用して、「パパ
やママたちが気軽にあつまれる憩いの場を創出」、「新しいライフスタイル
を想定したリノベーション案の提案」、「経験豊富な住人たちとのコミュニ
ケーションの場づくり」をしていくことが重要だと考えます。

情報パネルとリンクして、みんなのサロン
の予約状況情報を共有。イベントのお知ら
せ情報なども発信

コミュニティ・パーク集会所

-みんなのサロンの活用イメージ-

みんなのキッチン

みんなのダイニング・リビング
みんなのダイニング
・リビング

ゲストルーム
(授乳室などとして活用)

サブ玄関

こどものへや2
こどものへや1

かぞくの玄関

かぞくのリビング

こどものへや1 こどものへや2

ミーティングルーム

おとうさん・
おかあさんのへや

こどものへや1 こどものへや2

ベランダ

-多様な世代の住人による豊かな文化の育成-
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詳細提案ゾーン 詳細提案ゾーン

●外部空間改善の考え方

■成長するコミュニティパークと連携した
　花と緑と「交流」による段階的な再生

■居住環境の分析と提案

■詳細エリア提案図

■モビリティサービスの導入

対象地区は幹線道路へ続く公道から
団地内を走る公道、各住棟へと続く
私道へと段階的に道路構成がされて
おりそれにより、大まかな団地内の
ゾーニングがされています。

Ⅰ期整備地区

Ⅰ期整備地区の公園は団地の中央に
位置し、日常の主要な生活動線とな
っています。公道に面している特性
を活かし、定期的に移動図書館やオ
ープンカフェ・軽食・医療サービス
等の移動サービスが提供できる、場
を提案いたします。
変化のある多様なサービスが受けら
れるので、若い世代に限らず老若男
女全ての住民がその公園に集まり、
交流する場となります。

■バリアフリーと私道の舗装改善

街区の構成上、部分的に歩道は私道
によって分断され段差が生じている
。歩道と私道を一体的にデザインし
、ベビーカーの利用、車椅子にも対
応したバリアフリー化を図り歩行者
にやさしい空間への改善を提案しま
す

■住棟前面のオープンスペースの活用

団地の特性として、住棟前面に共通して大きなオープン
スペースが存在しています。住戸内の快適な住環境を考
慮した結果生まれたものでありますが、このスペースに
は特に景観に考慮したデザインがされているのでもなく
、積極的な人の活動の場でもない大きな空洞スペースと
いった印象を与えています。

そこで、このオープンスペースを活用し、今まで以上に
積極的に活動を行える環境に改善します。

具体的には、住民誰もが利用できる家庭菜園の場として
の利用や、１階のテラス空間が延長することで、オープ
ンスペースに賑わいを創出し、世代を超えて人々が自然
に交流できる場となる改善を致します。

■豊かな緑と公園のネットワークの形成

団地全体は豊富な木々に囲まれ、特徴のある公園が四つ
存在しています。Ⅰ期整備地区のデザインに伴い、でき
るだけ既存の樹木を活かしつつ、公園同士をつなぐ多種
多様な植栽空間を持つ、歩いて楽しい空間を提案します
。

Ⅰ期整備地区

コミュニティパーク
(Ⅰ期整備地区)

パーゴラ/ゲートを持ち
、モビリティサービス
を楽しむことができる中
央地区の交流の中心

ショッピングセンター・
バス停・学校にアクセス
する生活の中心軸となる
みち

家庭菜園の行える場に改善しオープン
スペースを活用します

緑が豊富なオープンスペー
スに延長した快適なテラス
空間

街区内歩道を彩る植栽

団地内の豊富な緑
を活かしながら、
楽しい植栽空間を形成

舗装の改善を行い私道を歩行
者にやさしい場所とする

＜外部空間改善のイメージ＞

コミュニティパークにて、集
会所の利用と連携した
サービスを提供

子育て世代に対する配慮とし
てバギーやストライダーなど
の置場を確保した子育てツー
ルゲート

各住棟入り口にある電子情報
板内蔵パネルやベンチを設置
したエントランスゲート

ちょっと休憩のできる
こみちゲート


